
【３つの特徴】

①問題構造（内包する矛盾、対立構造、限界、制約など）を可視化し、問
題解決に進めた認識の共有を図り、伴走し、解決できます。
②現場の改善・イノベーション活動も支援し、伴走、結果を残します。
③生成AIなどの技術を最大限に活用、挑戦とモチベーションを仕掛け、
圧倒的に生産性を向上してもらえます。

TL問題解決ソリューション



１．ご提案
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１．目的
・エキスパートリンク様のラインナップを踏ま
えたご提案（一部右図参照）

２．本資料の位置づけ
・TL社としてたくさんある研修メニューのうち、
強みがある分野を厳選しました。
・DXやAIなどの部分においてはTLの専門
性がいかせるのではないか、その部分を支
援できると考えました。
・弊社の支援は、座学型研修というより、
ワークショップ（WS）と活動の伴走で成
果を残すのが得意です。

【TLの強み】
会社のモチベーションやエンゲージメントの
調査分析から組織活性化の伴走まで可能

【TLの強み】
現場に入っての実践・実行、徹底的に伴走し、
対話し、DX技術やイノベーションを活用し、結
果を残します。



２．企業にありがちな問題とソリューション
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管理職が動かない

課題があれもこれ
も・・・・整理されて
いない

やらされ感が充満、
モチベーションが低
い

３－１．
管理職伴走
コーチング

３－２．
（真の）課題発
見・課題解決WS・
PJT

３－３．
組織活性化WS ・
PJT

□社⾧と管理職の優先順位や注力度合の認
識が相違、コミュニケーション不在
□社⾧の思いや期待、目的や意図が管理職
に正しく伝わっていない。現場が実行しない。

支援メニュー想定される理由

□課題がたくさんありすぎて、深刻度や優先順
位が明確でない、分析されていない
□なんとなく課題は意識しているが、じっくり考え
ている時間がなく放置

□社員の目標への納得感、仕事の意味や成
⾧可能性が見いだせない
□なぜやるのか?何につながるのか?目的と成
果目標のコミュニケーションが不十分

問題

新規事業が生み
出せない

３－４．
生成AI/DXによる
イノベーションWS

□新規事業の必要性はわかるが、既存業務で
新しいことを考える余裕がない
□思い付きで対応してしまい、深く考えられな
かったり、迅速に行動を起こせなかった



３－１．管理職伴走コーチング
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１．概要
・対象者:管理職
・実施日時:１・２時間程度の面談・1on1×３回、最
後は社⾧との面談
・形式:寄り添い方のコーチング

２．期待できる効果
・管理職が社⾧の言っていることに納得し、主体的に行
動するようになる
・管理職が悩み・モヤモヤを自ら発見し、行動、挑戦しよ
うと思う
・社⾧が管理職への指示や命令・コミュニケーションを工
夫するようになる

３．こんなお客さまにお勧めです
・社⾧のリーダーシップに管理職、現場の動きがついてこれ
てない
・管理職の意欲やモチベーションが低下している

なぜ動けないのか？、動かないのか？
動きたくないのか？・・・
その根本理由を対話で明らかにして、
伴走者との対話を踏まえて、モチベー
ションや意欲を向上してもらい、
行動変容を促します！

【参考】人事NO1メディア「HRプロ」
「スポーツの現場から学ぶ「人材育成」と「マネジメン
ト」Vol.2――京都サンガF.C. ヘッドコーチ長澤氏に聞く
組織力を向上させるコーチングとは」
https://www.hrpro.co.jp/series_detail.php?t_no=289
0



（参考）「潜水コーチング」～脳内に潜水しその人の立場で物事をみる
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【課題】

【課題】

・・低い

・・・できない 管理職 コーチ
対話

状況を可視化

・・・に困っている

分類・整理

・・・ ・・・
具体化

事実や数字で
の裏付け

分類・整理

現状分析

コーチ

管理職

問いの投げかけ

管理職

深い考察

現状理解

構造化・分類

関係性・近接
度

特徴ごとに
分類

忙しくて仕方ない

コーチ

対話

対話
コーチ

原因分析

思考

気づき

なぜなぜ分析

論理的思考
批判的思考

どう見えてい
るのか？を共

有

自分の論理
で明確化、言
語化

TL



３－２．（真の）課題発見・課題解決ワークショップ・プロジェクト
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１．概要
・対象者:管理職、全社員
・形式:集合WS:３時間程度の研修×３回
・内容:
（１）WS

①職場のモヤモヤ、問題、課題
②モヤモヤすることリストアップ【ワーク】
③問題分析、課題整理
④解決策を企画【ワーク】
＜チームで実行＞

（２）WS:課題分析結果を発表・共有【ワーク】
＜チームで実行＞

（３）発表・共有会:実行結果の発表【ワーク】

２．期待できる効果
・社員の問題解決のスキルや解決手段が企画できる
・問題解決に向けた職場内の合意が取れ、自主的な取り組
みが進められる

３．こんなお客さまにお勧めです
・社内の課題が一向に手がつかない
・課題解決を行う余裕がない

本音での議論、
問題意識を出し
合う

課題解決の必
要性を実感

モチベーション
向上

やり遂げた感、
満足感、充実感

気づき獲得
質
疑
応
答

意欲向上やってみたいと思
う

共有会

WS

一緒に問題を多
面的に検討



３－３．組織活性化ワークショップ・プロジェクト
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１．概要
・対象者:管理職、全社員
・形式:診断、３時間程度の研修×３回
・内容:
（１）組織診断:各種データで診断

①エンゲージメント調査、ストレステストなど確認
②必要ならアンケート、データ分析

（２）WS
①組織診断職場のモヤモヤリストアップ【ワーク】
②モヤモヤを話し合う【ワーク】
③ケーススタディ【ワーク】

（２）WS:組織の課題を企画【ワーク】
＜チームで実行＞

（３）発表・共有会:実行結果の発表【ワーク】

２．期待できる効果
・社員が相互協力できるようになる
・チームの結束力が強まり、コミュニケーションが活性化する

３．こんなお客さまにお勧めです
・社内のエンゲージメント、モチベーション、やりがい、満足度、
相互信頼度数などの数値が低い
・社員が楽しく仕事をしていない

相互の理解が進み、
協力できるように
なる

本音での議論、問
題意識を出し合う



３－４．生成AI/DXによるイノベーションWS
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１．概要
・対象者:希望者
・形式:集合WS:３時間程度の研修×３回
・内容:
（１）WS

①イノベーションとは?（創造的イノベーション、成果
向上、業務改革、業務改善）
②新規事業の必要性と可能性
③生成AIの活用 【ワーク】
④現状分析
⑤アイデア出し【ワーク】
＜チームで実行＞

（２）WS:トライ結果を発表・共有【ワーク】
＜チームで実行＞

（３）発表・共有会:実行結果の発表【ワーク】
（３）実行計画と具体化
２．期待できる効果
・新規事業で経営成果を創出できる
・新規事業やイノベーションで社員が新たな収益源が見込める
・活動を通して新規事業への挑戦意欲、成⾧意欲が増す
３．こんなお客さまにお勧めです
・新規事業開発や業務改善を行う余裕がない

6－ 13－ 20- 27- 3- 10- 17- 24- 31- 7- 14- 21- 28- 5- 12- 19- 26-

１０月９月
週
月 ７月 ８月

計画
実績

計画
実績

計画
実績

計画
実績

計画
実績


